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「社協だより」は赤い羽根共同募金の配分金により発行しております。

　６月１日（土）、上小阿仁村赤十字奉仕団の皆様が、特別養護老人ホーム杉風荘の

環境整備をしてくださいました。

　天気の良い日が続いていたため、施設周囲の草が長ーく伸びていましたが、たくさ

んの方にご協力いただいたお陰で作業もスムーズでした。除草後の花壇には、マリー

ゴールドとベゴニアの花植えもしていただき、玄関前が華やかになりました。

　ご協力いただいたボランティアの皆様、お忙しい中、ありがとうございました。
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　６月12日（水）に理事会、６月27日（木）に評議員会を開催し、令和５年度の事業報告（案）及び収
支決算（案）についてご審議いただき、両案とも原案どおりご承認いただきました。

令和５年度　上小阿仁村社会福祉協議会　事業報告

●一年を振り返って
　　昨年５月以降新型コロナウイルス感染症が
５類感染症に移行したものの、実態には大き
な変化はない中、介護保険事業を展開する職
員は日々緊張感を持って事業を推進してきま
した。しかし、残念ながら杉風荘において今
年３月中旬から新型コロナイウルス感染症の
クラスターが発生し、多くの利用者様と職員
が罹患するという状況に至り、４月初旬には
事態は終息しておりますが、令和５年度事業
における大きな反省点と捉えております。
　　７月には２年連続の大雨災害が村を襲い、
大きな被害がもたらされました。社協では村
の要請を受けて災害ボランティアセンターを
開設し、村内及び近隣地域住民のご協力のも
と、被害住居等の清掃・片付け等を迅速に実
施することができました。今後も自然災害は
多発するものと想定されます。災害時の支援
に関する体制整備を継続して行っていく必要
があるものと考えます。
　　また、コロナ禍や自然災害以外にも、普段
の生活の中で様々な生きづらさ、暮らしづら
さを抱える人、また、望まない孤独・孤立の
状態にある人等に関する相談案件も増加して
いる状況にあります。そうした状況下におけ
る令和５年度事業の実施状況等についてご報
告します。

１．地域福祉の推進
敢　地域福祉を支えるネットワーク活動の推進
　　地域包括支援センターや民生・児童委員、
近隣住民、福祉・医療関係機関との連携や情
報の共有化等を図りながら、要援護者（ひと
り暮らし高齢者、高齢者夫婦世帯等）への日
常の見守りや援助活動の推進に努めました。
　　また、地域のちょっとした困りごと＝「御
用」を承る「村の御用聞きプロジェクト」を
継続し、その御用解消のための活動も推進し
ました。
柑　村民ふれあい事業の実施（新）
　　毎週水曜日に福祉センターを村民に開放す
るとともに、月イチメニューを提供して村民
の事業への参加促進を図りました。（第１水
曜日：ふれあい食堂、第２水曜日：入浴サー
ビス、第３水曜日：買い物支援ツアー）
桓　ふれあい福祉まつりの開催（新）
　　１０月１１日（水）に記念講演、ふれあい食堂、
災害ボランティア活動実践研修の内容で開催
しました。
棺　受託事業の実施
　①生活支援ハウスの運営を行いました。
　②外出支援サービスを実施しました。８９名の
方にご利用いただきましたが、前年度より

半減しました。ご利用をお待ちしています。
　③こあに号を運行しました。１００名の方にご
利用いただき、前年度より１４名増加しまし
た。

　④見守り配食サービスとして、週２回、夕食
のお弁当を提供させていただきました。前
年度より４９９食多い２,０３５食となりました。

２．介護保険事業の運営強化
敢　居宅介護支援事業（ケアプラン）利用実績
　　前年度比△9.1％、月平均９１件の取扱件数
となりました。

柑　訪問介護事業（ヘルパー）利用実績
　　前年度比＋1.9％、日平均利用者数は8.9人
で２年連続で微増となりました。

桓　通所介護事業（デイサービス）利用実績
　　前年度比4.1％、日平均利用者数は13.3人
となったほか、水曜日休止による支出の減も
あり若干ですが黒字化を達成しました。

棺　杉風荘利用実績
　　年間の利用率は、入所では94.5％で目標利
用率から△3.5％でした。これは、９月から
１１月にかけて上小阿仁・北秋田地域において
全体的に利用申請が少なかったことなどが原
因と考えます。

　　短期入所では、前年度比＋25.9％の70.9％
でした。

　　村民の方の全体に占めるご利用割合は、
60.5％で前年に引き続き６割をキープしま
した。

３．援護活動の推進
敢　中央共同募金会の助成金を活用し、村や民
生委員との連携のもと、灯油と食料の支援強
化を図りました。※灯油３４９Ｌ（１８Ｌポリタン
ク約２０缶）

柑　生活福祉資金については、利用がありませ
んでした。たすけあい資金は、４件で２５万円
の利用がありました。

桓　募金運動は皆様のご協力により良好な結果
となりました。歳末たすけあい募金について
は、村内の要援護者等へ年末のお見舞い金と
して配分したほか、村内の福祉施設のご利用
者全員に温かな靴下を２足ずつお配りしまし
た。令和３年度から新たに開始した歳末たす
けあい弁当の配布については、令和５年度は
財源を中央共同募金会の助成金に振り替えて
実施しました。

４．福祉諸団体の活動支援
　　老人クラブ連合会、身体障害者更生協会、
母子福祉会、青少年育成村民会議及び婦人会
の活動を支援しました。
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人件費
269,405,987円

事業費
87,721,492円

積立資産
38,394,135円

当期支払資金残高
22,206,537円

その他
14,824417円

支 出
454,477,387

円

収 入
454,477,387

円

事務費
21,924,819円

杉風荘介護保険
361,958,850円

訪問・通所等
介護保険
60,255,784円

受託金
16,650,003円

寄付金
1,164,578円

会費
571,375円

その他
10,006,217円

村等補助金
3,870,580円

令和６年度　日赤会費集計結果

　今年も皆様のご協力により日赤の会

費が集まりました。このお金は国内外

の災害救護活動や国際活動をはじめ、

地域における赤十字事業など幅広い活

動に使用されます。

　ご協力ありがとうございました。

金　額件数集落名金　額件数集落名
4,9007上五反沢7,70011長 信 田
11,20016大 海37,00051羽 立
111,400153沖 田 面12,70015大 阿 瀬
9,80014水無団地16,90024堂 川
35,10046大 林16,20018下 仏 社
14,00014小 田 瀬23,00023上 仏 社
7,60010南 沢18,00018杉 花
7001中 茂52,90055小 沢 田
2,0002八 木 沢25,10032福 館

458,700575合 計
37,50050下五反沢
15,00015中五反沢

日赤会費総額
 458,700円
協力件数 575件

上小阿仁村社会福祉協議会　令和５年度　収支決算

　６月の理事会、評議員

会において建替計画に関

するロードマップが示さ

れ、今年度は基本構想を

策定する予定となってい

ます。

　今後の進捗状況に合わ

せ随時、村当局、議会、

関係機関、村民の皆様に

対する丁寧な説明に努め

てまいりますので、皆様

のご支援、ご協力をお願

いいたします。

老人福祉施設等環境整備事業（県単独補助金）

杉風荘建替計画に関するロードマップ

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

基本構想 基本計画 基本設計 実施設計

用地検討・決定・確保 土地造成 入札・
建築工事

事前協議 協
議

審
査
会

交
付
申
請

交
付
決
定

11

新
杉
風
荘
開
所

●補助率等
・ユニット型 １床 3,590千円
・従来型 １床 2,500千円

●試算（現状どおり）
92床×2,500千円＝2.3億円

●建築・解体費例
・R１年完成
80床 11億円

・R５年完成
100床、ﾃﾞｲ40人
16.6億円

46年目 47年目 48年目 49年目 １年目50年目

杉風荘の建替計画が動き出しました
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　現在児童たちは、「総合的な学習の時間」で福祉について学んでいるそうです。福祉そのものの意味合

いや、当協議会での活動などをお話しました。

　実際に災害時非常用トイレ・折りたたみ式ヘルメットを利用する体験も。興味津々に取り組んでいま

した。

　講話のあとは、同日開催のいきいきサロンに合流。サロン参加者とボッチャで対決しました。真剣な

眼差しで狙いを定めてボールを投げる姿が印象的でした。「頑張れ～外」「あのボールに乗せて外」など、

応援にも熱が入ります。白熱した試合を繰り広げていました。

　ほかにも「ふれあい食堂」で提供されるカレーを試食したり、車椅子の体験をしたりするなど、盛り

だくさんな内容でした。福祉のこと、社協のことを知るきっかけになると嬉しいです。

上小阿仁小学校４年生の皆さんに講話を行いました
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　今年３月の新型コロナウイルス感染症のクラスター発生を受け、６月６日、６月２７日の２日間、秋田

県立病院機構理事長の鈴木先生を講師にお招きし、「感染症への対応～新型コロナウイルスを中心に～」

と題して、職員向けの研修会を実施しました。

　６日は、標準予防策をはじめとした感染症の基本的な知識や正しい手指衛生・個人防護具の着脱方法

などを確認しました。

　２７日は、施設内で感染者が発生した場合の対応について、実技を交えて訓練を行いました。

　職員一人ひとりが感染症に対する正しい知識を持ち、感染源を「持ち込まない」「持ち出さない」「拡

げない」を徹底していくことが大切だと改めて感じました。

　非常に有意義な研修になりました。鈴木先生ありがとうございました。

　

　６月１６日（日）、友倉神社例大祭が行われ、ご利用者の健康と長寿を願い、杉風荘にも御神輿を担い

で来てくれました。この日を楽しみにしていたご利用者が大ホールに集まり、鑑賞しました。

　６月２０日（木）、杉風荘のご利用者が１００歳を迎えられました。この日は１００歳のお祝いに上小阿仁村

の小林村長が来荘され、お祝い状と長寿祝金目録が贈呈されました。

　これからもお元気にお過ごしください。おめでとうございます。

　杉風荘の１００歳以上の方は、４名になりました。

感染症への対応について学びました

御神輿が来てくれました

１００歳おめでとうございます
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　かき氷機、綿菓子機、ポップコーンマシーンを集落の行事等の際に貸し出しします。貸出を希望され

る場合は、申請書に行事等の案内・チラシ等を添えて申し込んでください。（申請書は福祉センターに置

いてあります）また、土・日の行事の場合はカラオケも貸し出しします。なお、個人にはお貸しできま

せんのでご了承ください。

賑わい創出用の機器を貸し出します
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力
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
自
立
し
た
社
協
」
を

め
ざ
し
、
皆
様
か
ら
の
会
費
や
寄

付
金
と
い
っ
た
自
主
財
源
を
中
心

と
し
つ
つ
、
行
政
か
ら
の
補
助
金

や
共
同
募
金
配
分
金
な
ど
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、

本
村
で
は
全
戸
会
員
を
め
ざ
し
た

高
い
加
入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
集
落
役
員
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、
会
費
納
入
の
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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願
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